
氏名 村上　史朗

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

日本心理学会、日本社会心理学会、日本グループ・ダイナミックス学会、Society
for Personality and Social Psychology

平　成　２１年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

東京大学大学院人文社会系研究科社会心理学専門分野　博士課程単位取得満期退学

博士（社会心理学）

招待講演3件
　（新潟大学医学部、新潟大学工学部、日本非破壊検査協会）

最終学歴

現在の専門分野

潜在的認知、規範からの逸脱行動

所属学会

研究課題

獲得外部資金
１．文部科学省科学研究費補助金若手研究B（2009年度直接経費1,200千円）
　　「潜在的自尊心の補償的高揚と集団価値の内在化の過程の検討」
２．受託研究（受託元：（株）イー・アール・エス）（単年度：2,940千円）
　　「住宅用火災警報器の需要・普及予測手法の開発・検証等に係る調査研究）

社会心理学

委員会活動（全学委員のみ。学部内委員・各種WGは除く）
就職委員会委員、広報委員、ホームページ委員会委員



① 新版 社会心理
学研究入門

共著

②

①

②

① 住宅用火災警報
機設置の抑制要
因の検討

単著

②

① 社会心理学事典 共著

② 失 敗 知 識 「 共
有 」 の た め の
データベース

共著

③ 安全規範から逸
脱する心理

単著 日本バルブ工業会機関誌へ寄稿
した解説記事

項目執筆「予言の自己成就」
「文化研究の方法」（各2p）

日本応用心理学会第75回大会大
会企画ワークショップ報告

4章「測定の基礎」を分担執筆
（該当章単著）

（その他）

（学会発表）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称 概　　　　　　　要発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

東京大学出版会2009年9月

応用心理学研究, 34,
218-231.

バルブ技法, 25, 15-
20.

2009年6月

2009年7月

2010年3月

丸善

2009年10月 日本社会心理学会第50
回大会


